
公民館前に止めた移動販売車で品定めする来場者

岩井戸公民館に移動販売車

　宇出津の中町商店会青年部は 3 月 13 日、岩井戸公
民館で移動販売車による「商店街」を開きました。近
所に商店がない地域に出張し、高齢者の買い物支援に
つなげようと、金沢大学生による「能登地域塾」と共
同で実施したもので、鍛冶屋、鮮魚店、マッサージ店、
パン屋、豆腐店の 5 店舗が参加しました。地元客に加
えて、イベントを知った若い人の姿も見られ、お昼時
には公民館内で喫茶を楽しむ姿も見られました。

移動商店街で買い物支援

能登ごいた保存会が宇出津小で授業
伝統娯楽・ごいたの魅力伝える

歩きながら園児のそばでフルートを演奏する竹林さん

おまわりさんと楽しいひととき
小木保育園ひなまつり会

　小木保育園のひなまつり会が 3 月 3 日に開かれ、園
児 54 人と未就園児 6 組が踊りや歌で季節の行事を楽
しみました。ひなまつりコンサートと題して、小木駐
在所の竹林さんが「シンデレラ」など 4 曲のフルート
演奏が披露しました。アンコールの「となりのトトロ」
では会場をゆっくり歩きながら笑顔で演奏しました。
園児は手拍子で合わせ、お巡りさんとふれ合いのひと
ときを過ごしました。

　鵜川公民館有志による「ふるさと再発見研究会」は
3 月 4 日、鵜川小学校の 1 年から 3 年の児童 25 人に
地区の偉人・原勤堂の授業を行いました。勤堂は医師
として能登で初めて種痘を実施したほか、塾を開き庶
民に学びの機会を提供しました。研究会の角弘子さん
が紙芝居で功績を紹介し、「思いを語り継いでくださ
い」と呼びかけました。勤堂の教えが込められている
鵜川小校歌を全員で斉唱し、先人に思いをはせました。

原勤堂の功績を描いた紙芝居に見入る児童たち

地域の偉人の教えを語り継ぐ
ふるさと再発見研究会・原勤堂授業

競技の枠を超えて友情育む
スポーツ少年団交流

タイミングを合わせ、大縄跳びに挑戦する団員たち

ダブルスを組み交流を深める参加者

インドネシア漁業実習生とバドミントン

　2 月 28 日、内浦体育館でバドミントンを通じたイ
ンドネシア人漁業実習生との交流会がありました。町
バドミントン少年団に所属する 24 人が、実習生 16 人
とダブルスでペアを組んで試合に臨むなど、コミュニ
ケーションを図りました。インドネシアではバドミン
トンが盛んで、世界大会で好成績を収める強豪選手を
輩出しています。団員と実習生はレベルの高い試合を
展開し、スポーツを通じた交流を深めました。

スポーツ通じて国際交流

保存会員の手ほどきを受けながらゲームに挑む児童 文化財指定書を手に説明する洲﨑会長
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　NPO 法人「のとキリシマツツジの郷」などでつくる
「花の力」プロジェクト実行委員会は 3 月 8 日から 13

日にかけて、東京・調布市の神代植物公園でのとキリ
シマツツジ展を開き、2 カ月早く開花させた花を展示
し、その美しさを首都圏に売り込みました。会期中の
12 日にはシンポジウムを開き、のとキリシマツツジ
を文化的・科学的な見地から紹介。能登の人が代々守っ
てきた花の魅力を発信しました。

東京で深紅の花の魅力発信
神代植物公園でのとキリシマ展

展示室でNPO会員の解説に耳を傾ける来場者

　地元・宇出津で生まれた伝統娯楽「ごいた」について知識を深め、伝統の継承につなげようと、
能登ごいた保存会が宇出津小学校で授業を行いました。2 月 23 日には 5 年生 40 人を対象にごい
たの起源やルールの説明などを行いました。
　洲崎一男会長は「ごいたは仲間がいないとできないゲーム。ごいたの生まれた町を誇りにして
ください」と児童に呼びかけました。ごいたは約 150
年前に宇出津で生まれたゲームです。カードゲーム
として商品化されるなど、各地に約 1 万人の愛好家
がいて、保存会の支部も全国に設立されています。

　町スポーツ少年団の交流会が 2 月 28 日、内浦体育
館で行われ、野球や相撲、剣道などに加入している団
員約 150 人が参加しました。団員は 12 の班に分かれ、
大縄跳びや綱引き、キンボールを使ったリレーなど、
5 種目の競技を協力し合って楽しみました。競技終了
後は、保護者が作ったカレーライスに舌鼓をうちまし
た。普段それぞれの競技で頑張っている子どもたちに
とって貴重な交流会となりました。
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「
忙
し
く
て
」「
つ
い
う
っ
か
り
」
年
金
保

険
料
を
納
め
忘
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
お
申
込
は
、
金
融
機
関
や
年

金
事
務
所
、
役
場
に
備
え
付
け
の
申
出
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
口
座
振
替
を
希
望

す
る
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　

問
町
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０

　
　
　
　

七
尾
年
金
事
務
所

☎
０
７
６
７
（
53
）
６
５
１
１

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は

便
利
な
口
座
振
替
で
！

募
集

町
唯
一
の
高
校「
能
登
高
校
」を

支
え
て
く
だ
さ
い

　
「
能
登
高
校
を
応
援
す
る
会
」
の
会
員
を

募
集
し
ま
す
。
生
徒
の
学
習
環
境
の
整
備
や

ク
ラ
ブ
活
動
、
学
校
の
存
続
発
展
、
生
徒
募

集
の
推
進
を
支
援
し
、
地
域
の
高
校
・
能
登

高
校
を
応
援
し
ま
す
。

　

会
員
に
は
1
年
を
通
じ
て
「
能
登
高
だ
よ

り
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
会
費
　

　

個
人
会
員　

２
，
０
０
０
円
～

　

団
体
・
企
業
会
員　

５
，
０
０
０
円
～

※
会
費
に
上
限
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

申
込　

能
都
・
柳
田
・
内
浦
の
各
庁
舎
窓
口

ま
た
は
秘
書
室
へ

問
役
場
秘
書
室
☎
（
62
）
８
５
０
１

　

経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
は
、
日
本
国

内
の
産
業
構
造
や
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
国
の
重
要
な
調
査
で
、
全

国
全
て
の
事
業
所
・
企
業
が
調
査
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
に
ご
協
力
を

　

調
査
の
結
果
は
、
各
種
行
政
施
策
や
民
間

企
業
に
お
け
る
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
、
社

会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資
料
と
し
て

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
6
月
1
日
の
調
査
期
日
に
向
け

て
、
事
前
に
調
査
員
が
事
業
所
を
訪
問
し
調

査
票
を
配
布
し
ま
す
。
事
業
者
の
方
は
ご
回

答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
財
政
課
☎
（
62
）
８
５
０
３

　

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
宇
出
津
地
区

を
除
く
町
内
全
域
を
６
つ
の
地
域
に
分
け
、

宇
出
津
方
面
へ
向
か
う
「
お
出
か
け
便
」
と
、

宇
出
津
総
合
病
院
発
の
「
お
か
え
り
便
」
が

１
日
に
各
２
便
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
登
録
は
無
料
で
、
役
場
企
画
財
政
課

お
知
ら
せ

通
院
や
買
い
物
に
ご
利
用
を

便
利
な
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

や
宇
出
津
総
合
病
院
の
「
処
方
せ
ん
相
談
窓

口
」
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

会
員
に
な
れ
る
人

　

能
登
町
民
で
、

付
き
添
い
が
あ

れ
ば
乗
り
降
り

が
出
来
る
人
（
乗

合
と
い
う
性
格

上
、
車
い
す
で

の
ご
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。）

利
用
料
金

２
人
以
上
乗
車
…
１
人
当
た
り
１
，２
０
０
円

１
人
乗
車
…
距
離
に
応
じ
て
１
，２
０
０
円
、

１
，
５
０
０
円
、
２
，
０
０
０
円
の
３
段
階

利
用
上
の
注
意

　

予
約
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、
必

ず
１
時
間
前
ま
で
に
予
約
受
付
（
☎
（
62
）

１
３
１
６
）
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

問
企
画
財
政
課
☎
（
62
）
８
５
０
３

募
集

平
成
28
年
度
能
登
町
奨
学
生

　

町
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
る
生
徒
・
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
必
要
書
類
な
ど
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
教
育

委
員
会
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸
与
区
分
と
金
額
（
月
額
）

　

・
高
校　

２
０
，
０
０
０
円

　

・
短
大
・
高
専　

２
５
，
０
０
０
円

　

・
大
学　

３
０
，
０
０
０
円

受
付
期
間　

4
月
6
日
㊌
～
4
月
25
日
㊊

　
　
　

問
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
（
72
）
２
５
０
９

変更前の投票所 対象地区 新しい投票所

矢波地区集会所 矢波、猪平 町立三波公民館　集会室

町立瑞穂公民館　和室 谷屋 町立鵜川公民館　図書室

宮地生活改善センター 宮地、鮭尾、太田原、
柏木 町立瑞穂公民館　和室

町立小間生公民館　会議室 上長尾、小間生、鈴ケ嶺、
桐畑、久田 小間生地区生活改善センター　和室

斉和多目的集会所 中斉、神和住 町立上町公民館　研修室

当目地区多目的研修集会センター 田代、下当目、
上当目 町立岩井戸公民館　会議室

上区集会場 上東、上西、滝之坊、
田代・駒渡 内浦福祉センター　１階集会場

能登勤労者プラザ　体育館 上市之瀬、下市之瀬、
明野、越坂 小木地区活性化センター　ロビー

小浦地区集会所
小浦 町立高倉保育所　遊戯室

羽根 能都社会福祉会館　１階集会室

　町選挙管理委員会は、選挙の投票区を見直し、4 月 1
日以降に行われる選挙から、投票所を変更します。変更
前の投票所は、選挙期間中の平日に半日程度、臨時に期
日前投票所を設けますので、ご利用ください。

　投票所が変更になる皆さんには、選挙の際に郵送する
投票入場券と一緒に、個別にお知らせする予定です。ご
理解とご協力をお願いします。
　　問町選挙管理委員会（役場総務課内）☎ 62-8510

変更となる投票所と対象地区

　選挙は、選挙期日（投票日）に投票所で行う
ことが原則としていますが、期日前投票は、事
前に選挙当日と同じ方法で投票を行うことがで
きる制度です。ただし、選挙人名簿に登録され
ていても、投票しようとする日に選挙権年齢に
達していない場合は、期日前投票はできません。

手続き方法
　①自宅に投票入場券が届きます
　②入場券の裏面に「宣誓書」が印刷されて
　　いますので、必要事項を記入します。
　③記入した入場券を、期日前投票所の事務
　　係に渡します。
　④本人確認後、投票用紙を渡します。
　⑤選挙当日と同じく、投票用紙に記入し、
　　投票箱に投かんします。

期日前投票制度をご利用ください

こ
の
部
分
は
全
て

記
載
し
て
く
だ
さ
い

住
所
欄
は
宛
名
と

異
な
る
場
合
の
み
記
載

該
当
す
る
番
号
を

○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い

投票入場券の裏面

4 月以降の選挙から一部投票所を変更します



まちからのお知らせ＆ニュース INFORMATIONINFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
2月15日～3月14日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額 落札者
平成 27 年度　町単独事業　宇出津新港　
舗装整備工事 宇出津新港 農林水産課 10,476,000 円 丸建道路㈱

募
集

町
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
期
間
…
4
月
15
日
㊎
ま
で

■
対
象
住
宅

城
野
住
宅　

宇
出
津
山
分
5
字
26
番
地

・
19
号
棟
58
号
、
3
Ｄ
Ｋ

・
19
号
棟
60
号
、
3
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
２
１
，４
０
０
円
～
３
１
，８
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
９
，
２
０
０
円
）

桜
木
住
宅　

鵜
川
30
字
1
番
地

・
1
号
棟
１
１
４
号
、
2
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
６
，０
０
０
円
～
２
３
，８
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
６
，
７
０
０
円
）

・
1
号
棟
１
３
１
号
、
2
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
６
，０
０
０
円
～
２
３
，８
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
６
，
８
０
０
円
）

・
1
号
棟
１
３
４
号
、
3
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
９
，６
０
０
円
～
２
９
，３
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
５
，
２
０
０
円
）

・
2
号
棟
２
３
５
号
、
3
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
９
，７
０
０
円
～
２
９
，４
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
５
，
４
０
０
円
）

新
港
住
宅　

宇
出
津
新
港
1
丁
目
49
番
地

・
1
号
棟
２
０
３
号
、
3
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
２
０
，７
０
０
円
～
３
０
，８
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
７
，
６
０
０
円
）

※
家
賃
は
所
得
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

■
入
居
資
格

①
町
に
住
所
を
有
す
る
人（
予
定
者
を
含
む
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
入
居
者
の
所
得
月
額
が
１
５
８
，
０
０
０

円
・
裁
量
世
帯
２
５
９
，
０
０
０
円
以
下
で

あ
る
こ
と
。

⑤
単
身
よ
り
も
複
数
人
の
世
帯
を
優
先

裁
量
世
帯
…
「
身
体
1
級
～
4
級
、
精
神
1

級
～
3
級
、
知
的
Ａ
ま
た
は
Ｂ
と
認
定
さ
れ

た
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
」「
申
込
者
が
昭

和
31
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
で
、
か
つ
同

居
者
の
い
ず
れ
も
が
昭
和
31
年
4
月
1
日
以

前
生
ま
れ
、ま
た
は
18
歳
未
満
で
あ
る
世
帯
」

「
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
」

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
。

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

問
建
設
課
住
宅
係
☎
（
76
）
８
３
０
４
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　飼い主には、法律により犬の登録が義務づけられています。
町内を巡回し、犬の登録事務と狂犬病予防接種をしますので、
最寄りの会場で受けてください。

問環境対策課☎ 62-8507

　 注射会場に持参するもの

登録済みの犬
・案内はがき…4 月上旬に送付し　
ますので、押印してお持ちください。

・注射代金…1 頭につき 3,100 円
新規登録の犬

・印鑑
・登録料…1 頭につき 3,000 円
・注射料金…1 頭につき 3,100 円
※注射料金には、登録済票交付
手数料 550 円が含まれています。
その他

・多少天候が悪くても実施します。
時間厳守でお集まりください。

・犬の健康状態によっては注射で　
きない場合もあります。

・お釣りがでないようにご協力くだ
さい。

　犬の登録について

登録条件
　生後 91 日以後の犬が対象です。
登録内容
　飼い主の住所・氏名、犬の種類・
名前・生年月日など。登録内容に変
更があったときも届出が必要です。

日　程 時　間 会　場

  4 月

20 日㊌

10:00 ～ 10:15 旧おおぞら農協神野事業所前
10:30 ～ 10:40 寺五地区生活改善センター前
10:50 ～ 11:05 旧おおぞら農協斉和支所前
11:20 ～ 11:35 町立岩井戸公民館前
13:00 ～ 13:15 柳田山村開発センター前
13:25 ～ 13:45 小間生地区生活改善センター前
14:00 ～ 14:20 町立上町保育所横

21 日㊍

10:00 ～ 10:05 柏木多目的集会所前
10:15 ～ 10:25 宮地生活改善センター前
10:35 ～ 10:55 旧瑞穂小・中学校前
11:10 ～ 11:30 町立鵜川公民館前
13:00 ～ 13:10 七見白山神社前
13:25 ～ 13:40 町立三波公民館前
13:50 ～ 14:00 藤波集会所前
14:10 ～ 14:25 時の広場公園

22 日㊎

10:00 ～ 10:20 町立不動寺公民館前
10:30 ～ 10:40 秋吉あまめはぎ公園
10:50 ～ 11:05 町立白丸公民館前
11:20 ～ 11:40 旧九十九湾小木駅駐車場
13:00 ～ 13:40 役場小木支所前
13:50 ～ 14:20 町立高倉公民館前

24 日㊐
10:00 ～ 10:30 柳田体育館前
11:00 ～ 11:30 町立松波公民館前
13:00 ～ 14:00 役場能都庁舎前

　 巡回日程表

　の登録・　　　    予防注射
狂犬病予防は飼い主の義務です

犬 狂犬病

　

就
学
援
助
制
度
は
、経
済
的
理
由
に
よ
り
、

修
学
費
用
の
負
担
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
学
校
生
活

に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で

す
。こ
の
制
度
を
利
用
し
よ
う
と
思
う
人
は
、

在
籍
し
て
い
る
小
中
学
校
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
学
校
に
あ
り
ま
す
。
申
請

に
は
学
校
長
の
意
見
書
が
必
要
で
す
。

　

対
象
は
、
世
帯
構
成
や
所
得
状
況
な
ど
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

　
　
　

問
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
（
72
）
２
５
０
９

お
知
ら
せ

就
学
費
用
の
負
担
を
軽
減

就
学
援
助
制
度

　

能
登
町
と
石
川
高
専
は
3
月
5
日
、
旧
柳

田
村
の
全
23
集
落
で
進
め
て
い
る
景
観
調
査

の
成
果
報
告
会
を
柳
田
教
養
文
化
館
で
開
き

ま
し
た
。「
能
登
に
お
け
る
農
村
集
落
の
形

態
」
と
題
し
、
石
川
高
専
の
村
田
一
也
准
教

授
が
調
査
概
要
を
説
明
。
石
川
高
専
と
金
沢

学
院
大
の
学
生
ら
が
研
究
成
果
を
披
露
し
、

歴
史
や
建
築
、
地
形
的
な
視
点
で
各
集
落
の

特
徴
を
解
説
し
ま
し
た
。
約
50
人
の
参
加
者

ニ
ュ
ー
ス

農
村
景
観
保
全
に
向
け

研
究
成
果
披
露

は
、
普
段
当
た
り
前
に
感
じ
て
い
る
集
落
景

観
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

石井集落の形態について事例紹介する
金沢学院大の寺口学さん

　

元
県
議
会
議
員
の
櫻
井
葊
明
さ
ん
が
3
月

15
日
、
役
場
能
都
庁
舎
を
訪
れ
、
持
木
町
長

に
土
地
3
筆
、
あ
わ
せ
て
１
，５
４
３
・
５
８

㎡
の
寄
付
を
申
し
出
ま
し
た
。
こ
の
土
地
は

長
年
に
わ
た
り
衆
議
院
議
員
を
務
め
た
櫻
井

さ
ん
の
父
・
故
櫻
井
兵
五
郎
さ
ん
か
ら
町
に

無
償
貸
与
さ
れ
て
い
て
、
役
場
庁
舎
や
町
道

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
所

有
権
移
転
に
必
要
な
調
整
や
手
続
き
が
完
了

し
、
相
続
人
全
員
の
ご
厚
意
で
寄
付
が
実
現

し
ま
し
た
。
廣
明
さ
ん
が
代
表
し
て
持
木
町

長
に
登
記
完
了
証
な
ど
の
権
利
書
類
を
手
渡

し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

故
櫻
井
兵
五
郎
さ
ん
の
土
地

櫻
井
家
か
ら
町
に
寄
贈権利書類を手渡し、持木町長と握手を交わす櫻井さん



まちからのお知らせ＆ニュース INFORMATIONINFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース

【能登町役場】☎62-1000㈹

■能都庁舎（FAX62-4506）

〒 927-0492
宇出津新 1 字 197 番地 1
　議会事務局☎62-8540
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　環境対策課☎62-8507
　町民課☎62-8500
　ふるさと振興課
　　　　　　☎62-8532
　会計課☎62-8509

■柳田庁舎（FAX76-0039）

〒 928-0392
柳田仁部 54 番地
　農林水産課☎76-8300
　　　　　　☎76-8302
　農業委員会☎76-8303
　広報情報推進課
　　　　　　☎76-8301
　建設課☎76-8304

■内浦庁舎（FAX72-2108）

〒 927-0692
松波 13 字 75 番地
　健康福祉課☎72-2500
　  （児童保育）☎72-2512
　  （医療介護）☎72-2502
　  （福祉庶務）☎72-2503
　  （健康推進）☎72-2504
　  （包括支援）☎72-2513
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局
　　　　　　☎72-2509

今月の納期　5月2日月
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
保
険
料

4月 全
期

1
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

納
期
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属
中
学
校
に
提
出

問
町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
実
行
委
員
会

事
務
局
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

☎
（
72
）
２
５
０
９

　

能
登
町
中
学
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
は
、
次
代
を
担
う
能
登
町
の
中

学
生
を
海
外
に
派
遣
し
、
文
化
・
産
業
・
経

済
・
福
祉
等
の
各
分
野
に
お
け
る
体
験
学
習

や
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
通
じ
て
、
異
文
化
を
理

解
し
、
広
い
視
野
と
実
践
力
を
備
え
た
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で

す
。今
年
度
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

研
修
地　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
ブ
リ
ス
ベ
ン
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
）

日
程　

7
月
27
日
㊌
～
8
月
5
日
㊎

　
　
　

10
日
間
（
機
内
1
泊
）

募
集
人
員　

定
員
13
人

　

※
引
率
者
が
2
人
同
行
し
ま
す
。

応
募
資
格　

①
能
登
町
に
在
住
す
る
中
学
生
で
あ
る
こ
と

②
健
康
で
規
律
あ
る
団
体
生
活
が
で
き
る
生

徒
で
あ
る
こ
と
③
事
前
・
事
後
の
研
修
に
必

ず
参
加
で
き
る
こ
と

個
人
負
担　

参
加
負
担
金
19
万
円

　

※
通
貨
レ
ー
ト
、
日
程
の
変
更
な
ど
で
増

減
す
る
場
合
あ
り
。
旅
券
取
得
費
、
海
外
旅

行
傷
害
保
険
等
の
費
用
が
別
途
必
要
で
す
。

応
募
期
限　

4
月
18
日
㊊

　

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
、
追
加
で
募
集

申
込　

各
中
学
校
に
あ
る
応
募
用
紙
を
、
所

募
集

中
学
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
で

広
い
視
野
と
実
践
力
を

満天星へのお誘い

☆トワイライトプラネタリウム
　4 月のテーマは、「M

ミ タ カ

itaka で宇宙旅行」です。
宇宙シミュレーションソフト Mitaka で宇宙旅行に出
かけましょう。
日時　4 月 24 日㊐　16:00 ～ 16:50
料金　大人 500 円、小中学生 300 円、幼児無料
　　　予約不要、定員 100 人
途中入場はできません。余裕を持ってお越しください。

問星の観察館「満天星」☎ 76-0101

☆木星と月を見る会
　見ごろの木星と月を、望遠鏡で観察しましょう。
日時　4 月 16 日㊏　20:00 ～ 22:00
参加費　大人 300 円、小中学生 200 円、幼児無料
その他　予約不要。時間内の好きな時間に、温かい
　　　　格好でお越しください。雨天曇天の場合は
　　　　中止です。

　直売施設の増築が完了し、3 月 25
日に道の駅「桜峠」がリニューアルオー
プンしました。オープンを記念してイ
ベントを開催します。皆様のお越しを
心よりお待ちしています。

日時　4 月 9 日㊏、10 日㊐　9:00～17:00
場所　道の駅「桜峠」直売施設
プレゼント

　①直売施設で 500 円以上お買い物をした人に、紅白まんじゅう
　を差し上げます。（先着順）
　② 9:00 ～ 13:00 の間にご来店の皆さん全員に「ソフトクリーム」
　または「のと海洋深層水で入れたコーヒー」をプレゼントします。

道の駅「桜峠」リニューアルオープン記念

ご来店の皆様にうれしいプレゼント
4 月 19 土
4 月 10 日

　

町
生
涯
学
習
振
興
大
会
は
2
月
28
日
、

役
場
能
都
庁
舎
で
開
か
れ
、
約
１
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
社
会
教

育
功
労
者
表
彰
が
あ
り
、
教
育
の
振
興
に

尽
力
し
た
1
団
体
と
2
個
人
が
受
賞
し
ま

し
た
。
公
民
館
の
事
例
発
表
で
は
、
秋
吉

公
民
館
が
蓑み

の

な
ど
ア
マ
メ
ハ
ギ
の
衣
装
づ

く
り
や
竹
灯
籠
の
制
作
に
取
り
組
ん
だ

「
ア
マ
メ
ハ
ギ
行
事
の
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
つ
い
て
、
上
町
公
民
館
は
地
区
の

有
志
に
よ
る
劇
「
宝
暦
杉
物
語
」
上
演
に

つ
い
て
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

元
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
で
、
長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
清
水
宏

保
さ
ん
が
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
町
社
会
教
育
功
労
者

鵜
川
祭ま

つ
り
ば
や
し

囃
子
教
室

　

約
30
年
に
わ
た
り
、
ほ
ぼ
毎
週
、
鵜
川

公
民
館
で
子
ど
も
た
ち
に
太
鼓
や
笛
を
指

導
し
て
い
ま
す
。
教
室
の
運
営
を
通
じ
、

伝
統
文
化
の
普
及
と
後
継
者
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。

河
合
元
一
さ
ん
＝
鵜
川
＝

　

平
成
5
年
か
ら
町
文
化
財
審
議
委
員
を

務
め
て
い
る
ほ
か
、
地
区
の
偉
人
「
久
田

船
長
」
の
顕
彰
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

小
畠
正
巳
さ
ん
＝
本
木

　

合
併
前
の
平
成
3
年
か
ら
瑞
穂
公
民
館

主
事
と
し
て
運
営
に
携
わ
り
、
合
併
後
も

協
力
員
と
し
て
、
公
民
館
事
業
の
発
展
に

寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

社会教育功労者表彰を受ける
みなさん

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
生
涯
学
習

日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
発
表

　

3
月
13
日
、
柳
田
植
物
公
園
で
町
消
防
団

上
町
分
団
の
新
ポ
ン
プ
車
入
魂
式
が
あ
り
、

消
防
団
員
や
来
賓
な
ど
約
70
人
が
参
列
し
ま

し
た
。
神
事
に
続
い
て
ポ
ン
プ
車
の
鍵
が
、

持
木
町
長
か
ら
向
峠
茂
人
消
防
団
長
、
柳
瀬

隆
憲
上
町
分
団
長
の
順
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
式
典
に
続
い
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
前
の
広

場
で
上
町
分
団
員
が
放
水
を
披
露
し
、
最
新

鋭
車
両
の
配
備
を
祝
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

地
域
防
災
の
心
強
い
支
え
に

上
町
分
団
に
新
型
ポ
ン
プ
車

お
知
ら
せ

消
防
災
害
情
報
電
話
サ
ー
ビ
ス

4
月
か
ら
電
話
番
号
変
更

　

能
登
消
防
署
か
ら
火
事
の
出
動
状
況
な
ど

を
お
伝
え
し
て
い
た
「
災
害
情
報
電
話
サ
ー

ビ
ス
☎
（
62
）
４
４
４
９
」
は
、
高
機
能
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始
に
伴
い
廃
止
さ

れ
ま
す
。
今
後
は
、
指
令
セ
ン
タ
ー
の
電
話

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

電
話
サ
ー
ビ
ス

☎
０
１
８
０
―
９
９
７
７
６
６

新ポンプ車の導入を祝い放水を披露する上町分団員


